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支える会 セミナー

「スウェーデンの重度の障害児者の暮らし」
編

集
後

記

新
年
早
々

、
事
業
者

に
支
払

わ
れ
る

介
護
報
酬
マ
イ
ナ
ス
改
定
に
暗
雲
が
垂
れ

込
め
ま
し
た
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
質
の
低
下

や
人
材
不
足
な
ど
に
繋
が
ら
な
い
か
心
配

で
す
。

物
申
す
こ
と
が
困
難
な
本
人
の
た
め
に

当
事
者
で
あ

る
私
達
が

日
々
明

る
く
、

笑
顔
が
溢
れ
、
未
来
に
希
望
の
も
て
る
年

と
な
る
よ
う
皆
が
手
を
つ
な
い
で
力
を
合

わ
せ
ま
し
ょ
う
！

編
集

委
員

一
同

例年開催しております ｢支える会セミナー｣ につきまして、この度は、スウェーデン・クオリティ・

ケア（ＳＱＣ）のＥｍｉｌ Ｏｓｔｂｅｒｇ（イェミル・エストベリ）氏が来日するに当たり、スウェー

デンの重度の障害児者の暮らしについて講演をしていただくことになりました。昨年来日される予定で

したが、体調を崩され延期となっておりました。この度、来日されるということで企画いたしました。

関心のある方はこの機会に是非ご参加ください。

日 時： 平成２７年 ２月 ８日（日）
１３：３０～１５：３０（受付１２：３０～）

会 場： ゆらっとステーション 多目的ホール

（大阪市住吉区万代東１丁目３番１９号）

講 師： Ｅｍｉｌ Ｏｓｔｂｅｒｇ（イェミル・エストベリ）氏
（ スウェーデン・クオリティ・ケア〈ＳＱＣ〉）

参加費： ５００円（当日支払い）
※ 大阪府重症心身障害児・者を支える会

会員は無料

主 催： 大阪府重症心身障害児・者を支える会

申 込： 氏名、住所、連絡先、会員の有無、所属を明記
(問合せ) の上、ＦＡＸ、またはメールにて申込み下さい

大阪府重症心身障害児・者を支える会事務局
ＴＥＬ：０６－６６２４－２５５５

ＦＡＸ：０６－６６２４－２５５６

メール：osaka@sasaeru.or.jp ＊市営バス「播磨町」徒歩1分

系統 ６２ ６３ ６４ ６７(あべの橋より)

系統 ５４Ａ－Ｂ(西田辺より)
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「支える会」事務局

〒５４５－００２１

大阪市阿倍野区阪南町５－１５－２８

育徳コミュニティーセンター２階

大阪府重症心身障害児・者を支える会

会長 山村 寿子

ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５

ＦＡＸ ０６－６６２４－２５５６

＜郵便振替＞ ００９３０－９－６９５９８

支える会ホームページのご案内

ドメイン名 http://www.sasaeru.or.jp/
メールアドレス osaka@sasaeru.or.jp

◎様々な御意見・御質問や情報をメール
や掲示板にお寄せ下さい。
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全国重症心身障害児（者）を守る会 近畿ブロック研修会参加報告

平成２６年度近畿ブロック研修会が和歌山で開催されました。

日 時 平成２６年１１月８日（土）午前１０時４０分～午後３時００分
会 場 和歌山ビック愛１Ｆ大ホール

開会挨拶、来賓挨拶、来賓紹介、本部・支部長紹介、中央情勢報告、基調講演と続き無事終了し
ました。

中央情勢報告 全国重症心身障害児（者）を守る会
副会長 水津 正紀 氏 事務局長 宇佐美 岩夫 氏

障害福祉施策の動向（重症児者を中心に）について説明
１．障害児支援の在り方に関する検討会
２．障害福祉サービス等報酬改定の検討
３．障害支援区分の見直し
４．重症心身障害児者の地域生活モデル事業

・法律を作ったら、３年後に見直しをして、不具合があれば改定していく。
・重症児施設の入所者は当初、大人は考えていなかった。それで１８歳以上は、特例で認めた。

しかし実際の入所者の７割以上が、大人である。
・いろいろな重症障害の人が出てきて、法律と実態が合わない。

守る会の意見
１．相談支援事業の課題
２．在宅支援施策の充実
３．医療型障害児入所施設（重症児施設）の支援について
４．強度行動障害児者についての施設支援の在り方
５．医療入院（緊急時）への対応
６．家族支援について

今後の障害児支援の在り方に関する検討について
・入所施設の機能の活用
・具体的な機能
・重症児者等にかかる在宅医療等との連携
・コーディネーター配置の具体的検討
・医療と福祉の連携 ＋ 福祉担当者の育成
・重症心身障害児者支援センター（仮称）の検討

次の頁につづく
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・入所施設の生活環境の改善等
・想定される今後の動き
・障害福祉サービス報酬改定検討
・「障害支援区分」の見直し
・「障害支援区分の見直し」による影響
・重症心身障害児者地域生活モデル事業

等でした。これらの内容は「両親の集い」９月号（第６８４号）に記載されていますので御一読
下さい。

基調講演 「重症児（者）が地域でいきるために」
社会福祉法人 和歌山つくし会
和歌山つくし医療福祉センター 院長・施設長 飯塚 忠史 氏

和歌山つくし医療センター（１３６床） ２００８年新築統合
１９６８年 岩出整肢園（５０床）と１９７６年 桃山療護園（５０床）を統合
利用率 １００％（１３６名） 利用者平均年齢 ４８歳 最高齢 ８８歳
ショートスティ １２床 平均利用率８０％（約１０名） 呼吸器装着 ２名まで
平成２５年４月１日から２６年３月３１日まで（１年間）
利用者実数（年間）合計７１人 出身地 和歌山 ４８人 大阪 ２３人

・重症児（者）を取り巻く最近の問題
１．医療的ケアの増加と超重症児（者）
２．在宅重症児（者）の増加
① ＮＩＣＵ出口問題（２００６年）
② 重心施設側の問題 入所施設の満床と入所者の高齢化

・大阪府の在宅重症児の増加：２００４年から増加が続いている。
・母の来訪と超重症児の心拍数

お母さんが来訪されると、超重症児（目が見えない、耳が聞こえない）の心拍数がグラフより
低下しているのが分かる。お父さんが来訪されても心拍数は、低下しない。

・重症児（者）がいきる
家族とともに生きる。社会の人々の中で生きる。自然の中で生きる。教育を受けて生きる。
地域（社会）で生きる。
重症児（者）も外出して風に当たるのが良い。

和歌山つくしセンターの現状
入所者（１３６人）の出身地：和歌山県内１１０人（８１％） 県外２６人（１９％）
家族が１時間以内に車で来られる方が多い。
ショートスティの予約状況

合計利用日数（年間） ２－１６５（月平均１４日）日
利用日数（中央値） １７日 / 年 連続利用期間 ２日―３３日
長期利用者（４人）の理由
母（保護者）の手術・入院 ３人 １０日、２９日、３３日
母の次子出産 １人 １５日

“重症児（者）が地域でいきる”体制の整備に向けて ： ネットワークをつくる入所施設を
中心としたネットワークの構築等（日本自閉症協会）

施設入所と地域生活を対立的に捉えるのではなく、行動障害の悪化や（高齢障害者の）親亡き
後の生活支援の必要性も踏まえて、地域における障害児支援システムの中に入所施設を位置づけ、
関連する機関との機能的なネットワークづくりを検討すべきである。（Ｙ・Ｔ）

前の頁のつづき
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堺市立重症心身障害者（児）支援センター『ベルデさかい』を見学して

１０月２３日に行って来ました。平成２４年４月に開所された『ベルデさかい』は、堺市健康福祉プ
ラザ内に設けられています。
道路を挟んで大仙公園あり、少し歩けば仁徳

陵があります。屋上からの景観は清々しいもの
でした。広大な敷地にあるので、廊下はゆった
りしていて車椅子は置いてなく静かだなぁと感
じました。全体に広く感じ、プレイルームや各
部屋の天井にフックが備え付けられてあり便利
だろうなぁと思いました。プールが地下にあり
予約すれば入れるのも魅力でした。しかし、医師と看護師・生活支援員（介護士）が不足していると聞
き、人手不足はどこも共通しているとつくづく思いました。
娘が入所している『フェニックス』は、大阪市内にあり敷地は『ベルデさかい』より狭いですが、近

くに長居公園があります。駅に近く利便性は他に類を見ない施設と自慢です。環境としては似たりよっ
たりかなと思いました。

大阪府と大阪市には、在宅で医療的ケアを必要とする重症児者が多く生活をしています。また、医療
的ケアがなくても重度障害者の高齢化と、介護をしている親の体調不良や高齢化で在宅生活が難しくなっ
ているのに預けられる施設が不足しています。

在宅生活であれ施設入所であれ人材不足が深刻です。我々当事者が、行政に大きく声を上げなければ
ならないと強く思いました。 （Ｓ・Ｙ）

平
成
二
十
六
年
十
二
月
二
十
日
（
土
）
、
早
川
福
祉
会
館
に
於
い
て

ク
リ
ス
マ
ス
会
を
行
い
、
総
勢

63名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
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よ
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と
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ブ
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演
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と
絶
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な
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ク
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イ
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と
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ビ
ン
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大
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に
盛
り
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り

ま
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今
年
も
小
川
ご
夫
妻
が
造
っ
て
下
さ
っ
た
大
き
な
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
バ

ル
ー
ン
が
会
場
の
雰
囲
気
を
よ
り
い
っ
そ
う
高
め
、
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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平成２６年１１月２２日（土）・２３日（日）、香川県高松市にて障害をお持ちの方を

対象にした療育キャンプ（財団法人ＪＫＡ競輪補助事業）を実施しました。

社会医療法人同仁会 耳原総合病院小児科 藤井 健一先生をお招きし、指導のもと在宅

の重症心身障害児(者)が、保護者やボランティア、専門スタッフ、地域の施設・事業所の

職員の方々と共に、地域で生きる力と将来への希望を獲得するため、交流と親睦を図ると

ともに療育についての情報交換の場として位置づけ開催しました。

晴天に恵まれ、事故にもならず、誰も体調もくずさず帰って来ることができ、ドクター

をはじめ皆様のおかげとお礼申し上げます。

財団法人 ＪＫＡ 競輪補助事業

主催 社会福祉法人 全国重症心身障害児(者)を守る会

大阪府重症心身障害児・者を支える会

平成２６年度集団指導療育キャンプ

関係各位様、有難うございました。

※
こ
の
文
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は
、
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ン
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ト
の
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部
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当
方
が
打
ち

直
し
た
も
の
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す
。
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高
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っ
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が
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っ
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く
楽
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と
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と
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と
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。
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来
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来
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息
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旅
行
さ
せ
て
い
た
だ
く

た
め
の
た
く
さ
ん
の
準
備
、
配
慮
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
場
面
に
お
い
て
も
結
果
の
良
し
悪
し
を
決

定
づ
け
る
の
は
お
互
い
を
ど
う
思
っ
て
い
る
か
…

と
い
う
関
係
性
が
一
つ
の
要
素
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

利
用
者
お
一
人
、
お
一
人
の
表
情
か
ら
見
て
取

れ
た
の
は
、
平
素
か
ら
、
地
道
に
積
み
上
げ
ら
れ

た
〝
信
頼
〟
を
土
台
に
し
た
関
係
の
良
好
さ
で
し

た
。
（
ス
タ
ッ
フ
間
も
）
。

他
の
参
加
者
の
皆
様
と

情
報
交
換
や
語
ら
い
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、

保
護
者
の
皆
様
か
ら
も
、

楽
し
か
っ
た
と
声
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

な
か
な
か
行
け
な
い
遠
方
へ
色
々

な
方
々
の
協
力
に
よ
り
可
能
に

な
る
こ
と
が
素
敵
な
事
実
だ
と

思
い
ま
す
。
た
だ
、
バ
ス
の
移

動
時
間
が
長
か
っ
た
の
が
気
に

な
り
ま
す
。

色
々

な
方
々

の
さ

れ
る
事

を
見
さ

せ
て

い
た
だ

い
て
、

こ
れ

か
ら
自

分
が
す

べ
き

事
な
ど

勉
強
さ

せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

オ
ム
ツ
や
着
替
え
、
食
事
の

用
具
、
防
寒
対
策
な
ど
な
ど
、

大
量
の
荷
物
の
用
意
は
、
後

退
し
て
き
た
体
力
や
体
調
を

考
え
、
年
々
大
変
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

こ
こ
二
年
、
（
ご
本
人
の
）
体
調

が
悪
く
キ
ャ
ン
セ
ル
が
続
き
ま
し

た
が
、
今
回
は
参
加
で
き
て
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
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大阪きょうだいの会 第２５回例会

『きょうだいカフェ』のご案内

開催日 平成２７年１月２５日（ 第４日曜 ）

午後１：1５開場、１：３０～４：３０
内 容 私を語る～自己紹介と近況など～

私たちは「障害」のある兄弟姉妹とともに歩む
〈きょうだい〉のセルフヘルプ・グループです。例会で
は、様々な人生を背負った仲間たちがそれぞれの体験や
気持ちを率直に語り、素直に耳を傾け、悩みや苦しみを
分かち合い、共感し、学びあいます。

参加者は６人～10人前後で、年齢層は20代～60代と幅広く、どちらかというと女性の割合が多いです。
毎回、初めての参加者もあり顔ぶれは少しずつ変わります。
気楽な〈しゃべり場〉ですので、一度のぞきにきてください。そして、仲間たちから〈元気〉をもらっ

て帰ってください。

会 場 クレオ大阪西 （会議室１）

▼住所＝大阪市此花区西九条６－１－２０ ▼交通＝JR・阪神「西九条」駅より徒歩３分
対 象 概ね１８歳以上の障害児者の兄弟姉妹 ／ きょうだい支援に関心のある人
参加費 １，０００円程度（会場費・資料代を人数割） ／ お茶は各自持参
申込み 不要。当日会場へお越しください。 ※例会終了後、自由参加の交流会を予定

≪第26回例会≫ ３/１５（第３日曜）午後１：１５開場、１：３０～４：３０、JR「京橋」「桜ノ宮」
「大阪城北詰」から徒歩１０分の都島区民センター（会議室３）

問合せは、世話人（０９０-２３８４-９３６８ 溝上）まで

情報

既に納入がお済みの方には

あしからずお許しを賜ります

ようお願い申し上げます。

＜郵 便 振 替＞
００９３０－９－６９５９８
大阪府重症心身障害児・者を支える会

＜問い合わせ＞
ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５
ＦＡＸ ０６－６６２４－２５５６

ひとりだけで苦しむのはよそう

ひとりだけでボソボソ言うのはよそう

なぜならそれは皆の苦しみだから

〝生きていて本当に良かった〟と

きょうだいと障害者がともに言える

社会を創ろう!

（全国きょうだいの会 昭和３８
[１９６３]年発足時の呼びかけ文）

研修

情報

大阪重症心身障害児者を支える会
介護職員初任者研修（旧ヘルパー２級研修）のご案内

介護が必要な方に多様なニーズに応じた介護サービスを提供できるヘ
ルパーの養成を行い、人権に対する理解を深め、介護技術及び専門知識
等について習得することを目的に開講します。

開講日：平成２７年 ２月 ２日（月）～
３月２３日（月）

［月 水 金コース］

会 場：ゆらっとステーション
（大阪市住吉区万代東１丁目３番１９号）

費 用：５０，０００円（テキスト代、消費税含む）

定 員：２０名

申込先：支える会研修センター（主催者）
（ゆらっとステーション内）

TEL０６－６６９０－５３６０
FAX０６－６６９６－９９５５
E-mail: center@sasaeru.or.jp

詳 細： http://www.sasaeru.or.jp/houjin/

houjin_osirase.html
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福祉新聞2014年(平成26年)12月15日発行 第2696号に全国重症心身障害

児（者）を守る会、｢50周年誌を発刊｣の記事が掲載されました。

―― 福祉新聞より抜粋 ――

大阪支部は入所・在宅を問わず本人を中心として豊かに生きてゆくことを目指しています。

今後も守る会創立５０周年の親の会活動を礎にして活動していきます。

研修

情報

重度訪問介護従業者養成研修
(統合課程)のご案内 ［土 日コース］５日間

地域において重度の障害がある方が生活していくために、多様なニー
ズに基づく、多岐にわたる介護サービスが不可欠です。本講座は、重度
障害者の多様なニーズに適切に対応した介護サービスを提供できるヘル
パーの養成を行い、人権に対する理解を深め、介護技術及び専門知識等
について習得することを目的に開講します。

開講日：平成２７年２月７日(土)、１５日(日)、
２１日(土)、２２日(日)、３月１日(日)

［土 日コース］５日間
会 場：ゆらっとステーション

（大阪市住吉区万代東１丁目３番１９号）

費 用：１５，０００円（テキスト代、消費税含む）

定 員：２０名

申込先：支える会研修センター（主催者）
（ゆらっとステーション内）

TEL０６－６６９０－５３６０
FAX０６－６６９６－９９５５
E-mail: center@sasaeru.or.jp

詳 細： http://www.sasaeru.or.jp/houjin/

houjin_osirase.html
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